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･･編集後記･･…

禽8-9月号と特集が続きましたが,今月は依頼稿を

中心に構成した通常号です.筑波大学の梶原氏,大

阪大学の増田氏,極地研究所の矢内氏ほかご寄稿頂

いた皆様に厚くお礼申し上げます.表紙とグラビア

には,矢内氏の稿に合わせて南極を取り上げると共

に,宇宙開発事業団と資源観測解析センタｰからお

借りしたJERS-1関連の写真を掲載しました.

禽今月はこの欄に余裕があるので,筆者が携わって

きた3年半の編集経過を少し書いておきましょう.

勢1953年の発刊以来40年近い歴史を持つ本誌は,

多数の購読者や国内外の関係機関･図書館等に行き

わたっており,当所のいわば“看板"の役割を果し

てきました.幅広い読者の要望は多岐にわたり,ま

た本誌に対する評価も様々であったようです.です

から,1989年春編集の役割が回って来た時は,大

変な事になったものだと緊張するとともに,多少な

りとも良い雑誌にするにはどうしたらよいのか編者

の立場から調べて見ました二当時は,企画･編集の

任務分担や印刷の体裁にいくつかの不備があり,ま

ずこれらを改め見やすい雑誌をつくる事から始めま

した.例えば,編集委員会の構成や当所の住所の掲

載,それぞれの記事の頭に誌名･号･頁を印刷し,

著者の所属や住所を明記する事,カンマとピリオド

の採用などもこの頃行った改訂です.いずれも当り

前の事ですが,これらは何年か前に行った読者への

アンケｰト結果を見直し,その要望に遅ればせなが

ら答えたものです.誌面に編集結果が表れるように

なったのは同年12月号のIGC特集からでした.

吟この問編集に当たって心がけてきた事は,小川前

委員長の所長就任挨拶(本誌1991年8月号)にあ

るように,広範な分野をカバｰする開かれた性格の

しかも見やすい雑誌にする事でした.このため,表

紙とグラビアの写真の選択やレイアウト,原稿やゲ

ラのチェックに注意を払うのはむろん,各分野の専

門家の方々にも寄稿をお願いしてきました.幸いに

して当初の目標はかなり達成されたと思いますが,

それは企画･編集｡寄稿を通じて協力して下さった

方々のおかげなのです.特集の中では,r石材｣

(1991年5,7月号;石原前所長企画),｢天然記念

物｣(1992年5-6月号;石原前所長企画)および｢地

震と地盤｣(1990年8月号;筆者企画)が特に好評

だった事がバックナンバｰの販売実績にも表われて

います.また,購読老の数も増えつつあります.

禽しかし,月刊誌を維持し発展させることは簡単で

はなく,個人の力にも限界があります.編集実務担

当者として微力は尽してきたつもりですが,本誌が

現状でよいと言うわけでは到底ありません.今後の

発展のためにはより総合的な取り組みが必要です.

禽最後に,身内ながら,事務局である広報係がこの

問に果してきた役割は非常に大きかった事を指摘

し,その努力に拍手を送りたいと思います.

(副委員長佐藤興平記)
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